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感染性腸炎に対するAB-206の 治療経験

角 田 沖 介

神戸市立中央市民病院感染症科

AB-206は 新 しい合成抗菌 剤で住友化学工業(株)と 大

正製薬(株)の 両社に よって協同開発された ものであ る。

本剤はNalidixic acid(NA),Piromidic acid(PA),

Pipemidic acid(PPA)と 類似してい るが,ほ とん どす

べての グラム陰性菌,一 部の グラム陽性菌に も有効で,

は るかに優れた抗菌力を示す とのことであ る1)。

今回わた くした ちは,こ れを感染性腸炎に用いて治療

効果を調べ,当 院分離保存 株に対す る抗菌力を検討 した

ので報告す る。

1.治 療 成 績

対象:1977年4月 か ら10月 までの間に当院に赤痢 あ

るいは疑似赤痢 として送院された10例 である。その内

訳 は細菌性赤痢1例,サ ルモネラ腸炎3例,菌 陰性下痢

症6例 であ る。

使用薬剤お よび使用方法:上 記 の10例 にAB-206を

1日1g,4回 に分服させ,5日 間投与 した。

治療成績:一 括表示 した(Table1)。

解熱効果:入 院時有熱患者は6例,い ずれ も38℃ 以

下 で解熱に要 した 日数は,本 剤 内服 開始後1日 以 内であ

った。

粘血便消失:入 院時粘血下痢便 を呈 した患者は7例 で,

本剤 内服後粘血便消失に要 した 日数 は,そ れ ぞれ4日2

例,3日3例,1日 以内2例 であった。

有形便形成:下 痢便が消失 して有形便形成 までに要 し

た 日数は,本 剤内服開始後2日2例,3日3例,4日1

例,5日2例,6日2例 であ った。

排便回数の減少:本 剤投与前すでに減 少していた1例

を除 き,正 常回数(1日1～2回)に まで減少す るに要

した 日数は,1日 以内1例,2日1例,3日4例,4日

2例,5日1例 であ った。

除菌:赤 痢(ボ イ ドC5)は 速や かに除菌 され再排菌 も

認め られなか ったが,サ ルモネ ラ腸炎の3例 はすペ て再

排菌を認めた。

総合効果判定:臨 床効果 については,本 剤投与6日 以

内に解熱,便 中の粘血が消失 し,排 便 回数 が正常化 し,

有形便を形成 した ものを有効 とした。細菌学的効果 とし

Table 1 Clinical results of AB-206 on infectious colitis
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ては 投 与6日 以 内 に 排 菌 消 失 した もの を 有 効 とし,再 排

菌 を認 め た も のは 無 効 と した 。 以 上 の 判定 基 準 に よ り,

臨 床 効 果 は 全 例 有 効 であ った が,細 菌 学 的 効果 で は赤 痢

1症 例 に有 効 で あ り,サ ル モ ネ ラ腸 炎3症 例 は 無 効 で あ

っ た。

II.副 作 用

本 剤 の 内 服 に よ り悪 心,嘔 吐,下 痢 な ど の消 化 器 症 状

を 訴 え た もの は な く,発 疹 な ども認 めず,ま た血 液 生 化

学 的 検 査 で 異 常 を 認 め た の もな か っ た 。

III.抗 菌 力

1976～1977年 に 当 院 感 染 症 科 で 分 離 した 患 者 由 来 の

Shigella flexneri 2a2株,Shigella flexneri 3a，

Shigella boydii-52株,Shigella sonnei 2株,Sa-

lmonella typhimurium 2株,S.lon4on,S.infantis，

S.saintpoul,S.anatum,S.paratyphiBに 対す る諸種

薬 剤 の抗 菌 力 を 日本 化 学 療 法 学 会 標 準 法 に よ り測定 し

た。 そ の成 績 はTable2に 一 括 表 示 した 。AB-206の

MICは0.20～0.78μg/mlでNA,PAそ の 他 の 抗 生 剤

に 比較 し て数 倍 の 良 い成 績 を示 した 。

III.総 括 な らび に 考 案

感 染 性 腸 炎 の 多 くは 臨 床上 自然 治 療 の傾 向 がか な り強

い が,本 剤 の 臨 床 症 状 に 対 す る効果 は前 述 した よ うに 全

例に有効であ り,ま た認むべ き副作用 もなかった。除菌

効果については,赤 痢 では症例数が少ないが良好 な効果

を得たのに反 しサルモネ ラ腸炎においては3例 すべ てに

再排菌を認めた。サルモネ ラに対す る化学療法について

は再排菌 をか えって助長するとの報告 もみ られ2)3)4)今後

の研究課題であ る。患者由来の赤痢菌,サ ルモネ ラ菌に

対する本剤 の抗菌力はMICで0.20～0.78μg/m1と 他

の合成 剤 ・抗生剤 と比較 して も良好 な結果を得てい る。

IV.結 語

AB-206は 感染性腸炎の治療 として症状 に対 しては抗

生剤 と同様に有効 であるが,除 菌効果 につ いては,と く

にサルモネ ラ症に対 して他 の化学療法剤 と同様 に疑わ し

く,今 後,症 例を集 めて検討す る必要がある。 また本剤

の赤痢菌,サ ルモネ ラ菌に対す る抗菌力は良好な成績を

得た。
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CLINICAL APPLICATION OF AB-206 FOR INFECTIOUS

ENTERO-COLITIS

OKISUKE TSUNODA

Department of Infectious Diseases, Kobe Municipal Central Hospital

Clinical effect of AB-206, a new synthetic agent which is active against Gram-negative bacteria
and some of the Gram-positive bacteria, was carried out with the following results.

1) AB-206 was orally administered to one patient of dysentery, three patients of salmonellosis and
other entero-colitis at dosis of 2 g/day with good clinical effects.

2) No abnormalities were observed in hematological and biochemical examinations after serial ad-
ministration of AB-206 to patients for 5 days.

3) The minimal inhibitory concentrations of AB-206 against Shigella strains were 0. 20-0. 78,ag/
ml, and those against Salmonella strains were 0.20-v0.78 pg/ml.


